
　

寿
地
区
の
最
新
の
町
会
別
の
現

況
を
調
査
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

　

寿
地
区
の
十
二
町
会
別
年
齢
別

人
口
数
及
び
高
齢
化
率
等
の
現
況

と
と
も
に
七
年
前
と
の
増
減
に
つ

き
ま
し
て
も
あ
わ
せ
て
調
査
し
ま

し
た
の
で
、
ご
自
分
の
町
会
な
ど

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

寿
地
区
は
上
表
の
上
段
赤
木
町

会
か
ら
竹
渕
町
会
ま
で
が
古
く

か
ら
あ
る
町
会
で
住
宅
団
地
の

造
成
に
よ
り
寿
田
町
町
会
が
昭
和

三
十
八
年
、
豊
町
町
会
が
昭
和

四
十
年
、
竹
原
町
会
が
平
成
元
年

に
そ
れ
ぞ
れ
発
足
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
十
二
年
に
は
新
興

住
宅
地
の
造
成
に
よ
り
寿
田
川
町

会
が
新
た
に
発
足
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
人
口
と
七
年
前
の
人
口

を
比
較
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
化

率
な
ど
を
比
較
し
て
み
る
と
そ
れ

ぞ
れ
の
増
減
が
よ
く
わ
か
る
と
思

い
ま
す
。

　

是
非
ご
一
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
館
報
委
員　
　
　

百
瀬　

肇
】

寿
地
区
の
町
会
別
現
況
報
告

寿
公
民
館
運
営
委
員

委
員
長
　
　
遠
藤
　
勝
弘

　
　
　
　
　（
町
会
連
合
会
長
）　
　

副
委
員
長
　
小
桜
　
広
明

　
　
　
　
　（
町
内
公
民
館
長
会
会
長
）

会
計
　
　
　
撫
養
　
謙
一

　
　
　
　
　（
町
会
連
合
会
会
計
）　

委
員

　
古
屋
　
賢
司
（
赤
木
町
会
長
）

　
清
水
　
芳
春
（
小
池
町
会
長
）　
　

　
神
澤
　
勝
則
（
百
瀬
町
会
長
）

　
白
川
　
延
子
（
白
川
町
会
長
）　

　
中
島
　
紀
夫
（
白
姫
町
会
長
）　

　
手
塚
　
幸
利
（
上
瀬
黒
町
会
長
）　

　
長
澤
　
　
厚
（
竹
渕
町
会
長
）　
　

　
朝
比
奈
忠
男
（
豊
町
町
会
長
）　
　

　
久
保
田
幸
康
（
寿
田
町
町
会
長
）　

　
鈴
木
　
茂
雄
（
竹
原
町
町
会
長
）　

　
望
月
　
敏
行
（
赤
木
公
民
館
長
）　

　
青
木
　
敏
和
（
小
池
公
民
館
長
）　

　
三
澤
　
謙
一
（
百
瀬
公
民
館
長
）　

　
平
林
　
芳
明
（
白
川
公
民
館
長
）　

　
田
中
　
和
敏
（
白
姫
公
民
館
長
）　

　
諏
訪
　
隆
夫
（
上
瀬
黒
公
民
館
長
）

　
宮
澤
　
　
茂
（
下
瀬
黒
公
民
館
長
）

　
竹
渕
　
那
美
（
竹
渕
公
民
館
長
）　

　
根
本
　
富
雄
（
豊
町
公
民
館
長
）　

　
林
　
　
純
一
（
寿
田
町
公
民
館
長
）

　
縣
　
　
房
弘
（
竹
原
町
公
民
館
長
）

　
塩
原
　
正
壽
（
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長
）

　
百
瀬
　
千
春
（
主
任
児
童
委
員
）　

　
山
田
　
早
苗
（
主
任
児
童
委
員
）　

　
清
水
　
壽
雄
（
館
報
編
集
委
員
長
）

　
伊
藤
重
次
郎
（
体
育
委
員
長
）　
　 公

民
館
委
員
紹
介

平
成
29
年
度

　
牧
野
真
由
美
（
図
書
委
員
長
）　
　

　
洞
澤
　
　
喬
（
視
聴
覚
委
員
長
）　

　
赤
羽
　
春
子
（
健
康
づ
く
り
推
進
員
会
会
長
）

　
中
山
　
自
子
（
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
会
長
）

　
久
保
田
陽
介
（
寿
体
育
協
会
理
事
長
）

　
安
江
　
拓
也
（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　
武
井
　
秀
樹
（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　
曽
根
原
紀
子
（
寿
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
）

　
木
村
　
淳
一
（
筑
摩
野
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　
五
味
　
富
士
（
寿
子
ど
も
会
育
成
会
会
長
）

　
御
子
柴
　
宏
（
寿
史
談
会
会
長
）

　
山
下
　
治
夫
（
交
通
安
全
協
会
寿
支
部
長
）

　
高
野
　
　
実
（
消
防
一
六
分
団
長
）

　
水
谷
　
直
人
（
村
井
・
寿
交
番
所
長
）

館
報
編
集
委
員

　
伊
藤
　
尚
子
（
赤
木
町
会
）　

　
清
水
　
壽
雄
（
小
池
町
会
）

　
萩
原
　
寛
之
（
百
瀬
町
会
）

　
百
瀬
　
　
肇
（
白
川
町
会
）

　
小
林
　
光
由
（
白
姫
町
会
）

　
西
澤
　
俊
彦
（
上
瀬
黒
町
会
）

　
藤
田
　
三
雄
（
下
瀬
黒
町
会
）

　
上
平
　
貴
明
（
竹
渕
町
会
）

　
下
平
　
圭
子
（
豊
町
町
会
）

　
菅
田
　
金
幸
（
寿
田
町
町
会
）

　
山
田
ま
ゆ
み
（
竹
原
町
町
会
）

　
松
崎
　
晴
美
（
寿
田
川
町
会
）　

寿
公
民
館

　
公
民
館
長
　
　
　
青
木
　
茂
人
　

　
公
民
館
長
補
佐
　
吉
澤
　
　
拓
　
　

　
寿
公
民
館
主
事
　
浅
香
　
一
輝

　
嘱
託
　
　
　
　
　
丸
山
　
安
代

町会名
人口 小学生 中学生

高齢化率
男 女 男 女 男 女

赤木
675 9 3

22.22%
416 259 3 6 2 1

小池
1,943 138 85

17.29%
972 971 78 60 35 50

百瀬
2,999 214 103

16.13%
1,470 1,529 114 100 52 51

白川
1,747 105 54

23.98%
855 892 51 54 26 28

白姫
440 22 9

23.63%
229 211 12 10 7 2

上瀬黒
778 49 23

22.10%
385 393 25 24 9 14

下瀬黒
1,022 54 28

18.10%
502 520 25 29 14 14

竹渕
2,438 120 58

18.95%
1,242 1,196 66 54 34 24

豊町
549 77 20

19.30%
250 299 40 37 13 7

寿田町
1,001 84 44

18.18%
495 506 52 32 27 17

竹原町
408 54 21

7.59%
176 232 26 28 8 13

寿田川
729 133 43

6.13%
368 361 70 63 24 19

寿全体
14,729 1,059 491

18.16%
7,360 7,369 562 497 251 240

　　　　　　　　　　　　　　

町会名
人口 小学生 中学生

高齢化率
男 女 男 女 男 女

赤木
597 17 5

24.79%
358 239 10 7 3 2

小池
1,875 137 56

24.00%
947 928 75 62 31 25

百瀬
2,943 204 106

20.02%
1,429 1,514 104 100 60 46

白川
1,731 90 45

28.01%
845 886 47 43 22 23

白姫
471 31 11

27.38%
241 230 19 12 6 5

上瀬黒
728 33 23

27.47%
357 371 14 19 13 10

下瀬黒
976 41 19

23.46%
472 504 21 20 10 9

竹渕
2,504 155 72

22.28%
1,225 1,279 79 76 39 33

豊町
536 32 28

24.44%
224 312 15 17 12 16

寿田町
1,054 69 53

19.07%
490 564 34 35 33 20

竹原町
273 30 15

12.45%
118 155 13 17 6 9

寿田川
734 66 64

7.90%
377 357 38 28 33 31

寿全体
14,422 905 497

22.27%
7,083 7,339 469 436 268 229

　　　　　　　　　　　　　　

平成 22年 10月１日現在

※高齢化率：65歳以上の人口割合　※区分については小学生（７歳～ 12歳）、中学生（13歳～ 15歳）として計算

平成 29年４月１日現在

寿地区町会別人口の推移（H22.10.1 ⇒ H29.04.01）
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世帯数

人　口

5，979戸

14，417人

（平成29.5.1現在）



弘
法
山
が
見
渡
せ
る
絶
好
の
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
、
選
手
や

そ
の
家
族
、
関
係
者
な
ど
50
余

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

９
時
か
ら
、
幹
事
町
会
の
挨

拶
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、
前
年

優
勝
の
並
柳
団
地
町
会
か
ら
優

勝
杯
が
返
還
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
ル
ー
ル
、
試
合
時
間
な

ど
を
確
認
し
、
試
合
開
始
で
す
。

　

試
合
は
３
チ
ー
ム
総
当
た
り

で
各
２
試
合
ず
つ
合
計
３
試
合

が
行
わ
れ
、
10
代
の
中
学
生
か

ら
60
代
ま
で
幅
広
い
層
の
選
手

が
参
加
。
投
手
戦
あ
り
、
打
撃

戦
あ
り
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
特
大
の
本
塁
打
や

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
に
観
衆
も
拍

手
で
応
え
ま
す
。

　

試
合
終
了
後
に
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
選
手
層
の
厚
い
団
地
町
会

が
２
連
勝
で
優
勝
。
見
事
、
連

覇
を
達
成
し
ま
し
た
。　

最
後
は
、

グ
ラ
ン
ド

の
端
で
懇

親
会
が
行

わ
れ
、バ
ー

ベ
キ
ュ
ー

な
ど
で
祝

杯
、
苦
杯

を
挙
げ
、
親
睦
・
交
流
を
深
め
、

秋
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
の
再
会

を
誓
い
ま
し
た
。

【
館
報
委
員　

藤
田　

三
雄
】

　

４
月
16
日
（
日
）、
並
柳
運
動

広
場
で
、
3
町
会
野
球
大
会
（
紅

葉
杯
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
、
30
年
以
上
前
に
ス

タ
ー
ト
。
寿
地
区
下
瀬
黒
町
会
・

庄
内
地
区
並
柳
町
会
・
庄
内
地

区
並
柳
団
地
の
隣
接
3
町
会
が
、

災
害
時
の
助
け
合
い
を
目
的
に

ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
継
続
し
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
63

年
に
下
瀬
黒
町
会
に
サ
ザ
ン
並

柳
団
地
が
造
成
さ
れ
た
頃
か
ら

は
、
女
性
、
子
供
も
参
加
出
来

る
よ
う
秋
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

運
動
広
場

は
、
下
瀬
黒
町

会
北
端
の
並
柳

町
会
内
に
位
置

し
、
町
会
の
子

供
達
が
通
う
並

柳
小
学
校
の
通

学
路
沿
い
で
、

馴
染
み
の
あ
る

場
所
で
す
。

　

当
日
は
、
晴

天
に
恵
ま
れ
、

真
っ
白
い
ア
ル

プ
ス
の
山
々
や

桜
で
ピ
ン
ク
色

に
染
ま
っ
た

　

４
月
１
日
付
の
人
事
異
動
に
よ

り
、
寿
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
吉
澤
拓
で
す
。
芳
川
村
井
町
で

生
ま
れ
筑
摩
野
中
学
校
を
卒
業
し

ま
し
た
。
地
区
を
歩
く
と
宅
地
化

が
進
ん
で
い
る一方
、
昔
の
ま
ま
の
場

所
が
残って
い
て
懐
か
し
く
思
い
ま
し

た
。
寿
地
区
は
地
域
づ
く
り
協
議

会
を
中
心
に
地
域
づ
く
り
に
は
活
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
い
て
き
ま

し
た
。
皆
様
と一緒
に
地
区
の
発
展

の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
４
月
よ
り
寿
地
区
地
域
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
で
お
世
話
に
な
って
お
り
ま

す
中
田
さ
お
り
と
申
し
ま
す
。
寿

地
区
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
い
き
い

き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
町
会
や
地
域

の
皆
さ
ま
と
共
に
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

　

上
瀬
黒
町
会
に
は
映
画
同
好
会

と
い
う
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
創
始

者
で
あ
り
ま
す
草
間
良
忠
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
映
画
同
好
会
は
ど
の
様
な
活
動

を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

地
域
活
性
化
の
一
助
と
す
る
べ
く

年
に
２
回
公
民
館
で
地
域
の
方
と
協

力
し
て
映
画
上
映
と
講
演
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
そ
も
そ
も
の
キ
ッ
カ
ケ
は
？

　

7
年
程
前
に
当
時
の
町
会
長
と
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
集
ま
れ
る

場
を
創
れ
な
い
か
と
い
う
話
し
合
い

の
中
で
、
子
供
の
頃
「
王
徳
寺
境
内

や
公
民
館
で
の
映
画
は
楽
し
か
っ
た
」

そ
れ
で
は
と
な
っ
た
訳
で
す
。
そ
し

て
、5
人
で
会
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
町
会
の
中
に
は
い
ろ
ん

な
経
験
を
お
持
ち
の
方
が
い
ま
す
。

そ
ん
な
方
を
地
域
の
人
に
知
っ
て
い
た

だ
き
た
く
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
今
ま
で
の
内
容
を
少
し
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。

　

講
演
会
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
の
生

活
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
高
と
い
っ
た
経

験
の
あ
る
方
、
前
回
は
「
42
年
間
の

消
防
人
生
」
と
題
し
て
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
貴
重
な
経
験
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
映
画
は
、
日
本

映
画
史
上
に
残
る
名
画
を
中
心
に
選

ん
で
い
ま
す
。『
黒
部
の
太
陽
』、『
火

垂
る
の
墓
』、『
南
極
物
語
』と
か
で
す
。

『
二
十
四
の
瞳
』
は
子
供
も
お
年
寄

り
も
誰
一
人
帰
ら
ず
魅
入
っ
て
い
た

こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
草
間
さ
ん
自
身
の
映
画
へ
の
思
い

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

見
な
が
ら

の
ハ
ラ
ハ
ラ
、

ド
キ
ド
キ
感

が
た
ま
り
ま

せ
ん
。
特
に
学

生
の
時
に
見
た

『
大
脱
走
』
の

オ
ー
ト
バ
イ
で

脱
走
す
る
シ
ー
ン
は
私
を
虜
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、『
太
陽
が
い
っ
ぱ
い
』

を
見
た
時
は
、
日
本
と
外
国
の
生

活
の
違
い
に
シ
ョ
ッ
ク
を
感
じ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と

か
ら
映
画
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま

し
た
。
最
後
に
レ
ト
ロ
な
映
画
ポ
ス

タ
ー
を
持
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
石
原
裕
次

郎
フ
ァ
ン
な
ら
ば
喉
か
ら
手
が
出
る

程
欲
し
く
な
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

「
今
で
も
時
々
映
画
館
に
行
き
ま
す
。

テ
レ
ビ
よ
り
ず
っ
と
迫
力
あ
る
か
ら
」

と
子
供
の
様
に
熱
く
語
る
目
が
魅
力

的
な
人
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

【
館
報
委
員　
　
　

西
澤　

俊
彦
】

わ
が
ま
ち
こ
の
人

３
町
会

野
球
大
会

新
職
員
挨
拶寿地区

地域づくりセンター長
寿地区

地域づくりセンター

吉澤　拓中田　さおり
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